
                         

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな年を迎えて～授業は少しずつ変わっていきます   
                               校長 髙杉 直人  

新しい年になりました。今年は穏やかなスタートであったことに安心しています。 

学校では、これまでと同様に子どもたちの頑張りを支えながら、逞しく育っていく様子をしっかり見取って行きたいと思います。 

ところで、3 年生は目標に向けて、引き締まった表情で学校生活を送っています。3 年生の担任先生を中心に教職員が一人一人の

目標の実現に向けたサポートを進めています。 

 

冬休みが明け授業が始まって早々の 1 月 17 日（金）は、雪国らしい降雪でした。久しぶりに、1 日中継続して縦に雪が降り続け

ました。スクールバス等に若干のトラブルがあったものの、子どもたちは確実に帰宅することができ、子どもも保護者の皆様も普段

から天候の変化に対する備えができていることに感謝しています。 

まだまだ、冬ですので、荒天時等には対応のご連絡をさせていただくことがありますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

さて、「学習指導要領」という言葉を聞いたことがあると思います。いかがでしょうか。 

「学習指導要領」とは、学校で行う授業や行事などの内容を国が大まかに定めた基準です。全国津々浦々で各学校がバラバラなこ

とを教えて、混乱を招かないよう、国として子どもの発達の段階に応じた学ぶ内容の大まかな基準を示しているものです。学校は、

この基準に基づき、学校の特色や地域の様子などを踏まえ、学ぶ内容や学びの進め方を決めています。また、「学習指導要領」は、教

科書の内容の基準になるものでもあります。現在の「学習指導要領」にそった授業等は、令和 3 年（2021 年）から始めており、概

ね 10 年間は進めることになっています。 

 

このような中ですが、令和 13 年（2031 年）ごろから使われる新しい「学習指導要領」を作成する動きが速くもスタートしてい

ます。 

この動きは、まず「学習指導要領」を作るためのおおまかな方向性を専門家の方々が検討して示し、その方向性のもとで「学習指

導要領」を定めていくということになります。数年の計画でスケジュールを立て、将来の社会の動きを予想し、子どもたちにどんな

力を身に付けるとよいかを検討して定めていくことになります。 

そのスタートとなる文部科学大臣の検討依頼が、年末の 12 月 25 日に行われました。 

そこには、2040 年代に子どもたちが活躍することを想定し、 

 

 

 

 

 

 

と示されています。 

大切なことは 3 点あると考えられます。 

1 つ目は、現在から将来にわたっての社会の動きに対応する必要があるため、学校はもとより保護者や地域の方々との連携など地

域社会としての対応が大切であること、2 つ目は、「主体的」「自らの人生を舵取り」「当事者意識」「発見・解決できる」という文言

に示された、「自分からできるようにするための資質・能力」を高めるようにすること、3 つ目は、常に社会の変化は進んでいるの

で、すぐできることを見定めてすぐに始めることではないかと思います。 

新たな年のスタートに加え、子どもたちの将来のために、このようなことも踏まえて授業等に取り組みたいと考えていますので、

ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

「人生 100 年時代」の到来や労働市場の流動性の高まり、マルチステージの人生モデルへの転換により、生涯にわたって主体的

に学び続け、自らの人生を舵取りする力を身に付けることの重要性が増しています。国外に出て行く機会も増える一方、日本の内

なるグローバル化が進展し、デジタル化の負の側面等が顕在化する中、社会の分断の芽を指摘する声もあります。異なる価値観を

持つ多様な他者と、当事者意識を持って対話を行い、問題を発見・解決できる、「持続可能な社会の作り手」を育てる必要性がこ

れまで以上に高まっていると考えられます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一  已  中  学  校  T  O  P  I  C  S  
 

                   

 １０（月）公立高等学校推薦入試 

     防犯訓練 

１１（火）建国記念の日 

１２（水）委局・代議 

     部活動中止（～20） 

１３（木）スキー学習（２年生） 

   私立高校入試 A 日程～１４日 

１４（金）スクールカウンセラー 

１７（月）職員会議 

 

１８（火）私立高校入試 B 日程～１９日 

１９（水）１.２年生学年末テスト 

２０（木） 〃    （２日目） 

２１（金）放課後教室（３年生） 

２３（日）天皇誕生日 

２４（月）振替休日 

２５（火）職員研修 

２６（水）委局・代議 

２７（木）学校運営協議会 

（CS 会議） 

      

【２月】 

 ３（月）スキー学習（２年生） 

５（水）３年生学力テスト 

    家庭学習習慣づくり 

ウィーク（～19 日） 

６（木）スキー学習（１年生） 

    市 P 連常任委員会 

７（金）スクールカウンセラー 

     放課後教室（３年生） 

 

 冬の花いっぱい運動 生徒会活動   

保体委員会の活動として、生徒一人一人が“一

已中生のよいところ”を花型の紙に書き、各学年

で 1 本の木を満開にしています。一已中学校「３

つのいっぱい活動」である「花いっぱい」と「気

持ちいっぱい」をあわせた活動です。 

一已中のよいところ…みんなの心が温かい！ク

ラスで団結して取り組むことができる！などな

ど、“よいところ”の素敵な花が咲いています。 

 

 

 

 放課後教室 第 3 学年   

 深川市教育委員会の学習サポートプログラム事

業の一環として、9 月から 2 月までの期間で 10

回行われます。練成会深川スクールの講師による

数学と英語の学習では、 

3 年間の復習問題に取り 

組んでいます。今年度は、 

43 名の生徒が参加し、 

受験対策に臨んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学年協議会（各学年）  

 各クラスの学級委員が集まり、「学習」と「生

活」に関わる目標を決め、学校生活に臨んでいま

す。例えば、2 年生、学習面では、「自分にあった

家庭学習を身に付け、学習に取り組もう！（12．

1 月）」とし、学年の生徒に呼びかけています。呼

びかけて終わるのではなく、目標を達成すること

ができたか、一人一人が振り返る機会をつくるな

ど、自分達で 

課題意識をも 

って、自分達 

で改善に向か 

う取組が進め 

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新入生説明会 1月 29日(水)  

一已中学校区の小学生と保護者を対象に行いま

した。学校紹介動画を視聴した後、児童は、中学

校の授業見学。同時に保護者に向けて、中学校で

の学習や生活について担 

当教諭から説明しました。 

在校生は、説明用のリー 

フレットを準備するなど 

して歓迎しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


